
羽田空港機能強化に関するコミュニケーションのあり方アドバイザリー会議（概要）

○ 羽田空港の機能強化については、今後、より多くの住民に幅広いご理解を頂くことが重要。そのため、関

係自治体の協力も得ながら、双方向の対話と情報開示を行い、理解の促進に努めていくことが必要である。

○ そのための具体的手法及びプロセスについて、国が一方的に決めるのではなく、その妥当性について合

理的根拠を持たせるため、専門家から成る本アドバイザリー会議を設けることとした。
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開催実績

第１回（平成27年3月16日） コミュニケーションのあり方の基本的な考え方、
コミュニケーションの具体的手法

第２回（平成27年5月1日） コミュニケーションの具体的手法、コミュニケーションのプロセス、
コミュニケーションにおける説明素材

第３回（平成27年5月18日） これまでの議論の総括
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